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研究成果の概要（和文）：効果的・効率的に認知症リハビリテーションを実施するためには, 対象者の重症度・
居住形態別に日常生活 (Activities of Daily Living; ADL) 障害の背景要因を明らかにし, その背景要因を改
善するための介入を行うことが重要である。認知症者のADL障害の背景因子として, 認知機能障害, 妄想などの
行動心理学的症候など様々な要因が指摘されている。先行研究の多くは, 交絡因子の調整が不十分であることな
ど限界を有していた。本研究では, 重症度別・居住形態別のADL障害の要因を同定し, それぞれのステージにお
けるリハビリテーションの戦略を検討することである。

研究成果の概要（英文）：In order to effectively and efficiently implement dementia rehabilitation, 
it is important to clarify the background factors of ADL (Activities of Daily Living) impairment 
according to the severity and residential status of the subjects, and to provide interventions to 
improve these background factors. Various factors such as cognitive dysfunction and behavioral 
psychological symptoms such as delusions have been pointed out as background factors of ADL 
impairment in people with dementia. Many of the previous studies had limitations, such as 
insufficient adjustment for confounding factors. The purpose of this study is to identify factors of
 ADL impairment by severity and residential type, and to examine rehabilitation strategies at each 
stage.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究によって, 主に中等度以降の段階では, ADL障害は認知機能障害だけでなく, 併存疾患の重症度, 栄養
状態, BPSDの中でも特にうつ・焦燥性興奮など様々な要因が関連していること明らかになった。さらにADLの項
目別にみると, さらに細かく関連要因が異なった。また, 文献レビューを通しても, 軽度認知症に対しては認知
機能障害を補填するような環境設定や生活行為のスキルの向上のための反復練習や課題志向型練習, 中等度以降
の認知症に対しては種々の要因に対する包括的な介入が重要であると考えられた。
　これらのことから, 従来の介入方法を重症度・居住形態に分けて考えることが必要であると示唆された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
1) 認知症リハビリテーションにおけるこれまでの問題点について 

 認知症重症化は日常生活(Activities of Daily Living; ADL)障害の増悪が主たる原因であ

り, リハビリテーションでは認知症者のADLを維持・改善する必要がある。認知症者のADL

は重症度や居住形態によってその状態は大きく異なるため, ADL 障害に対する効果的なリ

ハビリテーションを行うには重症度・居住形態ごとに ADL障害の背景要因を明らかにする

必要がある。 

2) 認知症の ADL障害に関連する因子について 

認知症者の ADL障害に関連する因子として，認知機能障害をはじめ, 妄想や昼夜逆転な

どの行動心理学的症候，栄養障害，並存疾患の重症度などの要因も指摘されている。しかし，

それらを報告した研究には，交絡因子の調整が不十分なものも多い。また, Volicer, et al.  

(2010) は，認知症者へのリハビリテーションをする上では, 重症度・居住形態別に適切な

アウトカム指標を用いて効果を分析する重要性を指摘しているが, 多くの先行研究では重

症度包括的な評価指標を用いており, 重症度・居住形態ごとにリハビリテーション効果を詳

細に明らかにできていなかった。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は, 認知症者の ADLの改善のためにより効率的・効果的なリハビリテーシ

ョンプログラムを構築することを目的としている。そのためにも, まずは, ADL障害の要因

を明らかにすることである。本研究を通して重症度別・居住形態別の ADL障害の背景要因

が明らかになれば, これまで ADL低下予防にために行われてきた画一的な運動療法や認知

訓練などを見直すきっかけになり, 個別化されたリハビリテーションプログラムを構築す

る足がかかりとなると思われる。 
 
３．研究の方法 
①ADL障害の要因同定 

対象者： Diagnostic and Statistical Manual of Mental Disorders 5th edition（DSM-5）

の診断基準に従い，病歴，症状，神経学的所見および画像所見により認知症と診断された患

者とする。除外基準として，認知症を除く神経学的疾患や整形外科疾患など精神・身体機能

に大きな影響をおよぼす合併症を有する者，意識状態の不安定な者，評価 1 週間以内に抗

精神病薬，抗うつ薬，睡眠薬を新たに服用開始した者, 転倒や肺炎など明らかに評価結果に

影響をおよぼす医学的イベントが発生した者とする。 

手続き：全対象者を，認知症重症度分類の評価を実施し，軽度，中等度，重度に分類する。

年齢・性別・教育歴, 医学的合併症などの基本属性，認知機能，ADL，行動心理学的症候,  

栄養学的指標，並存疾患重症度を評価する。 

統計解析として, ADL指標の合計点およびADLの各項目を被説明変数とし他の指標を説

明変数として重回帰分析を用いて ADL障害の要因を検討する。 
 

②ADL改善のための文献レビューおよび予備的な症例介入の実施 

Pubmed, Scopus, 医学中央雑誌にて, ADLに対する介入効果検証を行なっている文献をハ

ンドサーチしレビューを実施し, 各重症度や居住形態に適合する介入手法を検討し, 予備

研究として症例へ介入を実施した。 



４．研究成果 

①について, 一般病院に入院患者の重度段階を中心とした131名に対して実施し, ADL指
標の合計点は, 認知機能障害を中心として, 併存疾患の重症度, 栄養状態, BPSD の中でも
特にうつ・焦燥性興奮が関連していた(表 1)。しかし, 項目別にみると, 排泄では認知機能, 
うつ・焦燥性興奮, 膝の筋緊張の程度（可動域の制限）で, 食事では, 認知機能, うつ・焦燥
性興奮, 併存疾患となり関連要因が一部変わり, さらに, 移動では, 併存疾患, うつ・焦燥性
興奮, 膝の筋緊張の程度（可動域の制限）, そして栄養状態が関連していた。つまり, 主に重
度段階にはなるが, ADL障害は項目ごとに関連要因が異なるため, 一概に認知刺激のみや特
定の療法のみを実施すればよいという単一的介入ではなく, 広い視野で治療介入を進める
必要があるといえる。 

表 1. ADLの合計点を従属変数とした重回帰分析の結果 

All subjects 

 β P Value 

 MMSE(認知機能) .559*** .000 

PAIN-AD(痛み) -.130* .039 

CIRS(併存疾患の個数) -.064 -.300 

CCI(併存疾患の重症度) -.228*** .000 

MNA-SF(栄養障害) .231*** .000 

NPI-NH(BPSD) .095 .117 

CSDD(うつ・焦燥性興奮) -.158** .006 

Adjusted R2 .557*** .000 

***ρ<0.001, ＊＊ρ< 0.01,  ＊p< 0.05  

 
さらに精神科病院においても, 10 名の認知症患者を対象に実施したが COVID-19 の影響
を受けデータ収集が十分ではなく, 解析に至らなかった。 
②について, 認知症の前駆段階とされる軽度認知障害(Mild Congitive Impairmentl; 

MCI)においても金銭管理や服薬管理など複雑な IADL の障害が認められるなど, 実生活場

面での ADLの維持・改善の重要性が増しており, 認知症リハビリテーションのアウトカム

として ADLに改めて注目されるようになった。 

 これまでに明らかにされている ADL 障害に対する介入時期, 内容について, Graff らは, 

在宅の軽度から中等度の認知症者に対して，5週間にわたる 10セッション（1回 1時間）

ので残存している認知機能を活用し, 自助具など道具を使用する代償方法を練習するとと

もに，家族介護者に対して監督技能や対処行動を指導した結果，認知症の人の ADL技能が

向上し，家族介護者の介護負担が軽減したと報告している。Alex らは，認知症者の残存す

る能力と障害されている工程を評価しADL遂行支援としての声やビデオガイドを使用した

支援機器 COACH (Cognitive Orthosis for Assisting aCtivities in the Home)を開発し手洗

いの生活行為に対して，介護者の負担の 60％を軽減することができたことを報告した。



Gitlin らは，家庭環境スキル構築プログラム（Home Environmental Skill-building 

Program：ESP）を用い，認知症高齢者と家族介護者に 127 組に対して認知症に関する教

育，問題解決，対応技術および簡単な家の環境調整等の支援と認知症の人の ADL訓練を行

い，家族の情動の改善と ADL介助量，スキルの向上，記憶に関連する BPSDの発生頻度に

対して効果的であったことを示した。Voigtらは, 軽度から中等度 ADを対象に, ADLの再

獲得のためにエラーレスラーニングとトライアンドエラー学習の反復的技能練習の効果を

比較検討した。両群ともに初期から介入後には有意に ADL が改善したことを報告した。

Ciro らは, ADL の再学習の方略として, 事情具や支援機器などの物理的環境に対する介入

や家族への対処行動の支援, 課題志向型練習(Skill-building through Task Oriented Motor 

Practice; STOMP)を用いて, その介入効果について検証している。本邦においては, 堀田ら

が STOMP を参考にした生活行為工程分析に基づいた介入により, 服薬管理などの生活行

為の改善が認められたことを報告している.  

ADL に対して成果をあげている先行研究では, 対象者その人のこれまでの生活の文脈・

課題に焦点を当て, 活動・参加レベルの目標を立てた目標指向型の介入が多い。  

 これらのことから, 軽度認知症に対しては認知機能障害を補填するような環境設定や生

活行為のスキルの向上のための反復練習や課題志向型練習, 中等度以降の認知症に対して

はうつ・焦燥性興奮や栄養状態, 痛みなども標的にした包括的な介入が重要であると考えら

れた。 
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